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第
八
号
を
お
届
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す
る
。

今
号
は
、
中
古
、
近
世
の
文
学
、
中
国
文
学
か
ら
、
室
町
時
代
、
近
現
代

の
史
学
研
究
、
近
年
、
学
界
の
潮
流
と
も
い
え
る
学
際
的
な
研
究
ま
で
、
論

文
八
篇
を
掲
載
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
誌
面
と
な
っ
た
。
お
忙
し
い
折

に
ご
投
稿
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
一
環
で
、
昨
年
度
中
止
・
延
期
と
な
っ

た
文
学
会
春
季
・
秋
季
大
会
講
演
会
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
形
で
は
あ
る

が
、
開
催
で
き
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価
値
を

思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
形
態
と
な
る
か
は
状
況
に
よ
る
と
し

か
言
え
な
い
が
、
執
行
部
と
し
て
は
、
対
面
で
の
開
催
の
可
能
性
を
模
索
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
度
春
期
大
会
の
ご
案
内
は
、
四
月
以
降
、

改
め
て
お
送
り
す
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。
本
会
の

発
展
の
た
め
に
、
会
員
諸
士
に
は
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

(

宮)


